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新たな作品を生み出す創作活動の様子（５頁掲載）
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○特集
　「福岡県７０歳現役応援センター ～新たなチャレンジを応援～」
 ・・・　P１
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福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

特 集特 集特 集

福岡県70歳現役応援センター 北九州オフィス 福岡オフィス
■ご利用時間
　月曜～金曜　9：30～ 18：00
　（祝日、年末年始を除く）
■お問い合わせ
　☎　093（513）8188
　　　093（513）8190
■ホームページ
　http://70-f.net/
■所在地
　北九州市小倉北区船場町
　2-10
　近藤会館ビル 4階

［出張相談］筑後地区（週２回）、筑豊地区（週１回）で出張相談を実施。お問い合わせ・予約は福岡オフィスまで。

■ご利用時間
　月曜～金曜　9：30～ 18：00
　（祝日、年末年始を除く）
■お問い合わせ
　☎　092（432）2577
　　　092（432）2513
■ホームページ
　http://70-f.net/
■所在地
　福岡市博多区博多駅東
　1-1-33
　はかた近代ビル 5階

福岡県70歳現役応援センター
お気軽

にご相談ください
お気軽

にご相談ください

■
「
₇₀
歳
現
役
社
会
」
を
目
指
す

　

福
岡
県
で
は
、「
65
歳
か
ら
は
高
齢
者
」

と
い
う
意
識
を
改
め
、
年
齢
に
か
か
わ
り

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
と
能
力
に
応
じ

て
、
働
い
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
選
択
肢
の
多
い
「
70
歳
現
役
社
会
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
策
の
柱
と
し
て
、
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
併
せ

て
、
共
助
社
会
づ
く
り
へ
の
参
加
促
進
を

掲
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

■
全
国
初
の
₇₀
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

　

福
岡
県
は
、
全
国
初
の
高
齢
者
の
た
め

の
総
合
的
支
援
拠
点
「
福
岡
県
70
歳
現
役

応
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
平
成
24
年
４
月
に

福
岡
市
に
オ
ー
プ
ン
。

　

平
成
25
年
５
月
に
は
、
県
内
２
か
所
目

の
拠
点
と
な
る
北
九
州
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
筑
後
・
筑
豊
地
区
で
出

張
相
談
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
４
つ
あ
り
ま
す
。

（
図
参
照
）

　

そ
の
中
で
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
機
能

は
、
高
齢
者
の
た
め
の
「
就
業
・
社
会
参

加
支
援
」
で
す
。

　
「
定
年
を
迎
え
た
が
、
ま
だ
ま
だ
働
き

た
い
。」、「
長
年
の
経
験
を
何
か
に
活
か

せ
な
い
だ
ろ
う
か
」、「
社
会
と
つ
な
が
っ

て
い
き
た
い
、
仲
間
や
生
き
が
い
を
見
つ

け
た
い
」
⋮
。

　

専
門
相
談
員
は
、
就
業
や
社
会
参
加
を

希
望
す
る
方
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
技
能
、
知
識

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
進
路
を
提
案
。

「
活
躍
の
場
を
一
緒
に
探
し
ま
し
ょ
う
。」

の
言
葉
に
相
談
者
に
笑
み
が
溢
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
相
談
員
が
高
齢

者
の
経
歴
や
技
能
、
希
望
を
お
聞
き
し

て
、
再
就
職
、
派
遣
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
多
様
な
選
択

肢
を
提
案
。
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、「
企
業
と
の
仲
人
役
」
と
な
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん

を
し
、
採
用
面
接
へ
の
同
行
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
広
が
る
高
齢
者
の
活
躍
の
場

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
働
き
た
い
、
地
域
で

活
躍
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
の
方
が
多
く

訪
れ
て
い
ま
す
。
開
所
か
ら
の
登
録
者

数
は
２
，
５
２
７
人
、
延
相
談
件
数
は

１
１
，
８
７
７
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
き
め
細
か
な
支

援
の
結
果
、
８
０
８
人
の
方
の
再
就
職
や

社
会
参
加
が
決
ま
り
ま
し
た
（
平
成
25
年

12
月
末
現
在
）。

　
「
豊
か
な
経
験
や
技
能
を
も
っ
た
高
齢

者
の
方
は
即
戦
力
。
ま
た
、
柔
軟
な
勤
務

形
態
に
も
対
応
で
き
る
方
も
多
い
。
企
業

に
と
っ
て
も
高
齢
者
の
雇
用
は
メ
リ
ッ
ト

に
な
る
は
ず
。
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場

は
増
え
て
い
ま
す
。」
と
、
セ
ン
タ
ー
の

大
里
康
裕
高
齢
者
支
援
課
長
。

　

県
内
に
は
就
労
意
欲
の
高
い
高
齢
者
が

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
今
後
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
し
ま
す
。
年
齢
に
か
か
わ
り
な

く
、
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
70

歳
現
役
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
セ
ン

タ
ー
の
取
組
み
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

専門相談員が一人ひとりの相談に応じます

センターには活躍の場を求め、多くの高齢者の方が訪れます

福岡県 70 歳現役応援センター　４つの機能
高齢者の活躍の場の拡大 就業・社会参加支援

・ 高齢者向けの求人の開拓
・ 70 歳まで働ける企業の
　拡大

・ 専門相談員による多様な
選択肢の提案

・ コーディネーターによる
マッチング

意識改革 ふくおか子育てマイスターの認定
・経営指導員向けセミナー
・企業向けセミナー
・従業員向けセミナー
・ ソーシャルビジネス起業

セミナー

・ 豊かな経験を持つ高齢者
に、地域の子育て現場で
活躍してもらう制度
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岡
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特 集特 集特 集

福岡県70歳現役応援センター 北九州オフィス 福岡オフィス
■ご利用時間
　月曜～金曜　9：30～ 18：00
　（祝日、年末年始を除く）
■お問い合わせ
　☎　093（513）8188
　　　093（513）8190
■ホームページ
　http://70-f.net/
■所在地
　北九州市小倉北区船場町
　2-10
　近藤会館ビル 4階

［出張相談］筑後地区（週２回）、筑豊地区（週１回）で出張相談を実施。お問い合わせ・予約は福岡オフィスまで。

■ご利用時間
　月曜～金曜　9：30～ 18：00
　（祝日、年末年始を除く）
■お問い合わせ
　☎　092（432）2577
　　　092（432）2513
■ホームページ
　http://70-f.net/
■所在地
　福岡市博多区博多駅東
　1-1-33
　はかた近代ビル 5階

福岡県70歳現役応援センター
お気軽

にご相談ください
お気軽

にご相談ください

■
新
た
な
挑
戦
。
活
躍
す
る
高
齢
者

　
「
こ
ん
に
ち
は
。
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン

で
す
。
ご
注
文
の
品
を
お
持
ち
し
ま
し

た
。」

　

商
品
に
笑
顔
を
添
え
て
自
宅
に
届
け
た

秋
山
敏
江
さ
ん
（
66
）
は
、
福
岡
県
70
歳

現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
宇
美
井
野
店
に
就
職
し
た
シ

ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

平
成
25
年
11
月
、
福
岡
県
と
株
式
会
社

セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
高

齢
者
雇
用
の
推
進
な
ど
を
柱
と
す
る
「
包

括
提
携
協
定
」、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
時
に
高

齢
者
の
見
守
り
を
行
う
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ふ
く
お
か
協
定
」
を
締
結
。

　

セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
で
は
買
い
物
支
援

や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
気
持
ち
を

理
解
で
き
る
、
元
気
な
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
採
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

秋
山
さ
ん
は
、
65
歳
を
迎
え
た
と
き
、

自
宅
に
こ
も
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
の

思
い
を
強
く
し
、
介
護
資
格
の
勉
強
な
ど

を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ま
だ
ま
だ
社

会
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
、
新
た
に
挑

戦
す
る
気
持
ち
で
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
、

そ
こ
で
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
店
員
の
仕
事

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
勤
務
が
始
ま
っ
た
秋
山

さ
ん
。
現
在
、
週
１
日
２
時
間
の
勤
務

で
、
宅
配
や
清
掃
、
品
出
し
な
ど
の
業
務

を
こ
な
し
、
レ
ジ
操
作
を
習
得
中
で
す
。

　
「
ま
だ
ま
だ
、
接
客
の
時
に
は
緊
張
し

ま
す
し
、
勉
強
中
で
す
。
で
も
、
店
長
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。」

と
秋
山
さ
ん
。

　

店
長
の
山
下
美
沙
希
さ
ん
（
22
）
は
、

「
清
掃
や
陳
列
で
は
、
細
か
い
と
こ
ろ
に

目
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。
若
い
ス
タ
ッ

フ
が
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。」

と
シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ら
で
は
の
気
配
り

に
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
「
こ
の
年
齢
で
、
新
し
い
仕
事
に
就
け

る
と
は
正
直
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
に
も
活
躍
で
き
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
健
康
な
う
ち
は
い
つ

ま
で
も
こ
こ
で
働
き
続
け
る
つ
も
り
で

す
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。」
秋
山
さ
ん
は
、
同
世
代
の

方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

■
福
岡
県
か
ら
九
州
へ
、
そ
し
て
全
国
へ

　

平
成
25
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
九
州
地

方
知
事
会
で
、
福
岡
県
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
九
州
が
一
体
と
な
っ
て
「
70
歳
現

役
社
会
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
九
州
・
山
口
70
歳
現
役
社
会
づ
く
り

研
究
会
」
を
設
置
し
、
活
躍
し
た
い
高
齢

者
へ
の
支
援
策
、
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

職
場
づ
く
り
な
ど
を
検
討
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

九
州
・
山
口
は
、
全
国
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
超
高
齢

社
会
へ
の
対
応
は
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
が
発
信
す
る
「
70
歳
現
役
社
会

づ
く
り
」
に
、
九
州
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
さ
ら
に
、
全
国
へ
展
開
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宅配サービス中に見守り活動を実施

「商品の並べ方で売り上げもアップしますよ」と秋山さん
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地
域
を
元
気
に
す
る

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

平
成
25
年
度

市
区
町
村
社
協
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
研
修
会

　
〜
地
域
を
元
気
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
〜

　

春
日
市
は
福
岡
市
の
南
東
に
位
置
し
て

お
り
、
人
口
は
約
11
万
人
で
高
齢
化
率
は

17
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
岡
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
地

域
で
す
。

　

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
２

名
の
専
任
職
員
と
１
名
の
非
常
勤
職
員
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、「
ま
ち
の
み
ん
な
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
住

民
相
互
の
助
け
合
い
を
強
化
す
る
た
め
に

　

近
年
、
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
言
葉
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」。

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
際
も

「
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
」
と
熱
い
思
い
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
全
国
各
地
か
ら
た
く
さ
ん

集
ま
り
、
今
で
も
復
興
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら

地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
い
人
が
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
れ
を
つ
な
げ

る
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
担
う
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
福
祉
へ
の
住
民
の

参
画
を
す
す
め
、
よ
り
良
い
地
域
福

祉
活
動
の
環
境
整
備
に
繋
げ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
春
日
市
社
協
が
設
置
し
て

い
る
か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
社
協

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
春
日
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
係　

係
長
の
白
水　

清
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
約

３
０
０
名
の
個
人
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

45
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
個
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
希

望
す
る
活
動
や
活
か
せ
る
特
技
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、支
援
を
求
め
る
人
（
団
体
）

と
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
活
動
の
参
加
促
進

を
目
的
に
、
広
報
誌
「
し
あ
わ
せ
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
」
の
発
行
や
、
市
報
へ

の
掲
載
な
ど
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
声
か
ら
生
ま
れ
た
事
業

○
お
た
す
け
サ
ー
ビ
ス

　

春
日
市
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
外
の
日
常
生
活
支
援
（
洗
濯
、

掃
除
、
ご
み
だ
し
な
ど
）
を
行
う
生
活
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
障
害
者
や

子
育
て
家
庭
な
ど
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
し
な
い
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
春
日
市
社
協
で
は
平
成
24
年
度

か
ら
対
象
者
の
裾
野
を
広
げ
た
「
お
た
す

け
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

支
援
者
は
、
養
成
研
修
を
修
了
し
た
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
現
在
79
名
の
方

が
登
録
し
て
お
り
、
昨
年
度
は
延
べ
50
名

の
方
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
水
さ
ん
は
「
今
後
は
、
新
た
な
ニ
ー

ズ
の
発
掘
の
た
め
広
報
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
新
た
な
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
を
行
い
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た

い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
移
送
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
で
車
い
す
等
を
使
用
し
て
い
る
方

かすがボランティアセンター

かすがボランティアセンターのみなさん

3ふくおかのふくし
143 号　2014 年 1月



地
域
を
元
気
に
す
る

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

平
成
25
年
度

市
区
町
村
社
協
地
域
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
研
修
会

　
〜
地
域
を
元
気
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
〜

は
、
既
存
の
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
通
院
や
買

い
物
の
際
に
安
心
安
全
に
移
動
で
き

た
ら
、
と
い
う
住
民
の
声
か
ら
、「
住

民
参
加
型　

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
８
名
の
協
力
会
員
が
運
転
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
や
育

成
の
た
め
に
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
。

　

白
水
さ
ん
は
、「
今
後
は
近
隣
大
学

と
も
連
携
し
、
広
報
活
動
も
強
化
し
て

さ
ら
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
を
図

り
た
い
。」
と
今
後
の
展
望
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

❖
　
❖
　
❖

　

日
頃
か
ら
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
住
民
に
近
い
存
在
で
あ

る
社
協
は
、
課
題
把
握
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
支
援
が
行
い
や
す
く
、
行
政
な

ど
他
の
専
門
機
関
と
の
連
携
が
し
や
す

い
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

強
み
を
活
か
し
、
地
域
福
祉
の
活
性
化

に
向
け
て
、
人
と
人
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
が
、
今
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
・
個
別
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に

　

全
国
各
地
で
地
域
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
と
研
究

を
す
す
め
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

協
会
運
営
委
員
の
早
瀬 

昇
氏
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

地
域
・
個
別
課
題
の
把
握
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
瀬
氏
は
「
課
題
と
は
、
現
状
と
あ
る

べ
き
状
態
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
あ

る
べ
き
状
態
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
と
捉
え
き
れ
る

福
祉
感
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
目
の
前
に
あ
る
課
題
だ
け
を
見
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
人
の
生
活
や
背
景
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本

人
に
寄
り
添
わ
な
い
と
本
当
の
課
題
を

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
課
題

の
把
握
や
解
決
の
た
め
に
は
、﹃
あ
れ
っ
﹄

と
思
っ
た
時
に
す
ぐ
に
動
け
る
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
さ
も
重
要
だ
。
地
域
に
出
向

い
た
り
、
県
内
外
の
研
修
に
参
加
で
き
る

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と
で
、
信
頼
感

を
伴
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
課

題
の
把
握
に
つ
な
が
っ
た
り
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。」
と
、
課
題
把
握
に
必
要
な
視
点
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
検
討
を
と
お
し
て

  

午
後
か
ら

は
、
早
瀬
氏

の
進
行
の
も

と
、「
課
題

対
応
へ
の
プ

ロ
セ
ス
」
と

題
し
て
事
例

検
討
を
行
い

ま
し
た
。
各

グ
ル
ー
プ

で
、
事
例
に

対
し
て
、
課
題
解
決
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
働
し
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

早
瀬
氏
か
ら
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
共
感
に
よ
っ
て
広
が
っ
て
い
く
も
の
。

課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
共
感
し
て
い
く

人
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
13
日
（
金
）、
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
で

「
平
成
25
年
度
市
区
町
村
社
協
地
域
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
職
員
研
修
会

～
地
域
を
元
気
に
す
る
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
～
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

31
市
区
町
村
社
協
40
名
の
参
加
を

得
た
本
研
修
会
は
、
昨
年
度
に
開
催

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
基
本
を
学
ぶ
研
修
会
の
内
容

を
踏
ま
え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

地
域
福
祉
部　

地
域
課

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
７
７

特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会
運営委員、社会福祉法人大阪ボランティア協会常務理事
早瀬　昇 氏
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シ
リ
ー
ズ 

あ
な
た
の
ま
ち
の
ま
ご
こ
ろ

社
会
福
祉
法
人
　
葦
の
家
福
祉
会
（
福
岡
市
城
南
区
）

〜
創
作
活
動
か
ら
「
表
れ
る
カ
タ
チ
」
〜

マグネットセット ￥300

あしてぬぐい「ヤスコ」
￥1,500 羊毛 100%ラッコースター ￥500

studioashi

まごころ製品とは・・・
福岡県では、障害者施設で製造（栽培）される食品や縫製品など、障害者の皆さんがまごころを込めて作った製品や提供しているサービ
スを「まごころ製品」と呼んでいます。障害者の皆さんが、「自立」を目指し、それぞれのアイデアや工夫、作り手の個性を活かした製品づ
くりに一生懸命取り組んでいます。本誌では今後も「まごころ製品」を紹介してまいります。

まごころ製品情報

〒814-0153　福岡市城南区樋井川 4-1-17
　☎　092（834）3361　　　092（834）3362
　HP    http://www3.ocn.ne.jp/̃ashinoie
　Blog  http://studioashi.exblog.jp/

作品に触れることができるイベントや
商品情報は、ブログをチェック
作品に触れることができるイベントや
商品情報は、ブログをチェック

検索

　

赤
、
青
、
緑
、
黄
、
紫
、
色
と
り
ど
り

に
描
か
れ
た
絵
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ

う
。

　

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
に
達
し
そ
う
な
大
き

な
絵
。
そ
れ
は
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
の
原
型

と
な
る
ゴ
ム
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
に
あ
る
国
内
初
の
野
外
美
術

館
﹃
箱
根
彫
刻
の
森
美
術
館
﹄。
そ
こ
に

は
ピ
カ
ソ
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
国
内
外

の
ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
が
多
く
販
売
さ
れ
る

中
、
２
０
１
３
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、

葦
の
家
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

❖

　

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

葦

の
家
に
は
、
現
在
51
名
が
通
っ
て
い
ま

す
。
日
中
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ア
ー

ト
活
動
をStudio A

shi

（
ス
タ
ジ
オ 

ア

シ
）
と
呼
び
、
主
に
絵
画
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
な
ど
の
布
製
品
、
缶
バ
ッ
チ
や

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
雑
貨
、
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
や
一
筆
箋
な
ど
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
商
品
の
梱
包
は
自
助
具
を
用
い
、
主

に
利
用
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
羊
毛
を
使
っ
た
フ
ェ
ル
ト
創

作
、
粘
土
を
使
っ
た
立
体
物
創
作
な
ど
利

用
者
の
好
き
な
も
の
を
見
つ
け
、
新
た
な

表
現
の
﹃
カ
タ
チ
﹄
を
模
索
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
表
現
や
作
品
を
直
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
や
展
示
会
の
開
催
、
さ
ら
に

は
、
外
部
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
、
作
品
が
よ
り
広
く
繋
が
る

よ
う
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

神奈川県にあるビーチサンダル専門店「げんべい」とのコラボ企画の巨大アー
ト（９名による合作）。「箱根彫刻の森美術館」に期間限定で展示され、ビーチ
サンダルとして商品化されました

デザインはビーチサンダルやTシャツなどにプリントされ、
百貨店などでも販売されています

山口恵一郎さんの作品は千葉ロッテマリーンズとコラボして
ビーチサンダルとして商品化されました
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シ
リ
ー
ズ 

あ
な
た
の
ま
ち
の
ま
ご
こ
ろ

社
会
福
祉
法
人
　
葦
の
家
福
祉
会
（
福
岡
市
城
南
区
）

〜
創
作
活
動
か
ら
「
表
れ
る
カ
タ
チ
」
〜

マグネットセット ￥300

あしてぬぐい「ヤスコ」
￥1,500 羊毛 100%ラッコースター ￥500

studioashi

まごころ製品とは・・・
福岡県では、障害者施設で製造（栽培）される食品や縫製品など、障害者の皆さんがまごころを込めて作った製品や提供しているサービ
スを「まごころ製品」と呼んでいます。障害者の皆さんが、「自立」を目指し、それぞれのアイデアや工夫、作り手の個性を活かした製品づ
くりに一生懸命取り組んでいます。本誌では今後も「まごころ製品」を紹介してまいります。

まごころ製品情報

〒814-0153　福岡市城南区樋井川 4-1-17
　☎　092（834）3361　　　092（834）3362
　HP    http://www3.ocn.ne.jp/̃ashinoie
　Blog  http://studioashi.exblog.jp/

作品に触れることができるイベントや
商品情報は、ブログをチェック
作品に触れることができるイベントや
商品情報は、ブログをチェック

検索

　

利
用
者
の
創
作
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

村
谷
つ
か
さ
さ
ん
は
、「
重
度
の
知
的
障

が
い
が
あ
る
利
用
者
が
多
い
で
す
が
、
表

現
で
き
な
い
人
は
い
な
い
こ
と
を
信
じ
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
作
品

が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
柔

軟
な
発
想
で
根
気
強
く
、
安
心
し
て
表
現

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
成
果
を
求
め
て
し
ま
う
と
創

作
の
時
間
を
楽
し
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
意
図
が
強
く
反

映
さ
れ
、
本
人
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
利
用
者
と
向
き
合
い
、
好

き
な
こ
と
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
糸
口

に
、
少
し
ず
つ
刺
激
を
与
え
な
が
ら
、
内

側
か
ら
溢
れ
て
く
る
の
を
待
ち
ま
す
。
こ

れ
は
、
数
年
か
け
て
の
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
。
意
欲
や
喜
び
に
結
び
つ
い
た
時
、

生
き
生
き
と
し
た
作
品
と
た
く
さ
ん
の
可

能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
様
々
な

活
動
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
﹃
カ
タ
チ
﹄

と
な
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
の
可
能
性
を
ス
タ
ッ
フ
や
他
の
人

た
ち
が
こ
こ
ま
で
と
決
め
て
し
ま
わ
な
い

こ
と
が
大
事
で
す
。❖

　

12
月
24
日
か
ら
26
日
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
・
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
東
区
）
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会

﹃
ふ
ゆ
の
あ
つ
ま
り
︱
あ
た
た
め
あ
う
カ

タ
チ
︱
展
﹄。

　

作
品
展
示
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
ト
を
通

し
て
来
場
者
と
利
用
者
が
交
流
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
作
品
を
初
め

て
鑑
賞
し
ま
し
た
。
色
彩
豊
か
で
、
ど
れ

も
目
を
引
き
ま
す
。
作
品
説
明
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。」
と
来
場
者
は
交
流

を
楽
し
ん
だ
様
子
。

　

そ
こ
に
は
葦
の
家
が
目
指
す
ア
ー
ト
を

通
じ
て
繋
が
り
、
発
信
す
る
﹃
カ
タ
チ
﹄

が
あ
り
ま
し
た
。

❖

　
「
年
々
利
用
者
が
増
え
、
十
分
な
活
動

時
間
と
表
現
し
や
す
い
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
利
用
で
き
る
ア
ト
リ
エ
を
作
り
、
も
っ

と
の
び
の
び
活
動
で
き
る
場
を
提
供
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
同
時

に
、
地
域
の
方
や
子
ど
も
、
学
生
な
ど
が

集
う
交
流
の
場
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
自

分
の
表
現
で
仕
事
を
す
る
場
、
そ
し
て
利

用
者
た
ち
が
発
信
し
て
生
ま
れ
る
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。」
村
谷
さ
ん
は
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
絵
の
具
が
飛
び
散
っ
た

作
業
台
に
む
か
う
葦
の
家
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
。
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
作
品

は
地
域
を
飛
び
出
し
、
今
で
は
デ
パ
ー
ト

や
県
外
で
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
感
性
豊
か
な
作
品

に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

作者自らが作品説明を行い、会場は終始賑やかな雰囲気
『ふゆのあつまり－あたためあうカタチ－展』より

作品の一部が展示。外部企業からオファーが届くことも
『ふゆのあつまり－あたためあうカタチ－展』より
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赤い
羽根
赤い
羽根NEWSNEWS
買物を楽しんで、地元大牟田市をＨＡＰＰＹに！！

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
か
ら

特
製
ち
ゃ
ん
こ
で

美
味
し
く  

楽
し
く  

ふ
れ
あ
う
ひ
と
時

ふ
れ
あ
う
ひ
と
時

ふ
れ
あ
う
ひ
と
時

ふ
れ
あ
う
ひ
と
時

　

共
同
募
金
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
高
齢
者
支
援
や
子
育
て
支

援
、
障
害
者
支
援
な
ど
、
様
々
な
地
域
の

福
祉
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
す
。

　

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
楽

し
み
な
が
ら
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
12

月
17
日
に
、「
赤
い
羽
根
チ
ャ
リ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
こ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ち
ゃ
ん
こ
会
は
、
今
年
で
２
回
目
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
更
に
美
味
し
い

ち
ゃ
ん
こ
を
振
る
舞
い
た
い
と
、
地
元
の

子
ど
も
相
撲
大
会
で
ち
ゃ
ん
こ
を
作
る
、

太
宰
府
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
武
藤　

博

巳
さ
ん
と
、
全
国
で
も
強
豪
校
で
知
ら
れ

る
九
州
情
報
大
学
相
撲
部
（
太
宰
府
市
）

の
協
力
を
得
て
、
当
日
は
、
お
昼
の
開
始

に
向
け
、
午
前
９
時
か
ら
、
職
員
10
人
と

相
撲
部
員
５
人
で
準
備
を
行
い
、
大
き
な

鍋
２
杯
分
の
特
製
ち
ゃ
ん
こ
を
参
加
者
１

３
８
人
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
い
な
が

ら
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
ス
テ
ー
ジ
が

用
意
さ
れ
、
相
撲
部
員
の
皆
さ
ん
が
、
股

割
、
四
股
踏
み
、
ぶ
つ
か
り
稽
古
な
ど
を

披
露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
紫
公
民
館
で

練
習
し
て
い
る
「
琉
球
音
楽　

島
思
（
し

ま
う
む
）」
の
皆
さ
ん
の
演
奏
も
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
初
め
て
ち
ゃ

ん
こ
を
食
べ
た
け
れ
ど
、
だ
し
が
美
味
し

か
っ
た
。」「
学
生
さ
ん
の
頑
張
る
姿
に
元

気
を
も
ら
っ
た
。
美
味
し
い
し
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
に
も
な
る
し
、
今
日
は
来
て
よ
か
っ

た
！
」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
費
は
全
て
共
同
募
金
会
に
寄
付
さ

れ
、
筑
紫
野
市
の
福
祉
活
動
な
ど
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

　福岡県共同募金会では、「共同募金運動」を 10 月１日か
ら 12 月 31 日まで、「歳末たすけあい運動」を 12 月１日か
ら 31 日まで実施しました。
　運動期間中は、募金ボランティアの皆様のご協力を得
て、県民の皆様から多額の浄財をいただきました。
　本当にありがとうございました。
　お寄せいただいた浄財は、本会配分委員会で厳正な審査
を行い、福岡県の地域福祉推進や大規模災害に備えた積立
金として活用させていただきます。

共同募金運動・歳末たすけあい運動 ご協力ありがとうございました！

九州情報大学相撲部の力強いぶつかり
合いにお客さんも大盛り上がりでした。

参加者と相撲部員との交流も
ちゃんこ会の醍醐味でした！

ちゃんこの熱い汁もなんのその！
まわし姿でお手伝い
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赤い
羽根
赤い
羽根
赤い赤い赤い赤い
羽根羽根羽根羽根NEWSNEWS
買物を楽しんで、地元大牟田市をＨＡＰＰＹに！！

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
り
組
み
か
ら

特
製
ち
ゃ
ん
こ
で

美
味
し
く  

楽
し
く  

ふ
れ
あ
う
ひ
と
時

　今回、大牟田市内の商店が集まった団体「よかもん商店街」に加盟するすべての店舗（18 店舗）と、
福岡県共同募金会大牟田市支会が協働して、各店舗の売り上げの一部を共同募金会に寄付する「寄付つき
商品」を企画し、平成 25 年 12 月 16 日に合同調印式を行いました。一度に 18 店舗が調印を行うのは、全
国初の取り組みです。よかもん商店街　会長　松永　匡弘　さんは、「地元の福祉のために使われるのな
ら商店街で取り組みたい！」と今回の協力理由を話されました。
　この寄付金は、大牟田市の地域福祉活動（高齢者の見守り訪問活動など）に活用されます。

　「交通事情等の理由で買い物に不自由
を感じている人のもとへ商店街をまるご
と持ち出し、活気ある商店街の雰囲気を
感じてもらいながら買い物を楽しんでも
らおう」と、大牟田市内にある商店（18
店舗）が集まってできた団体です。
　平成 22 年からの取り組みで、市内の
地域交流センターや介護老人福祉施設な
どへ月２回程度、商店街が出張し、お客
さんに商品を実際に『見て』『触って』

『選んで』、店員さんとの会話も楽しめ
る、『買い物の楽しさ』を、お客さんに
運んでいます。

お問い合わせは、
よかもん商店街（めがねの松永）
TEL　0944 － 56 － 8855

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

福
岡
県
共
同
募
金
会

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
３
８
８

『よかもん商店街加盟全店』×『福岡県共同募金会大牟田市支会』の合同調印式を行いました。

寄
付
つ
き
商
品
と
は
・
・
・

　
「
寄
付
つ
き
商
品
」
と
は
、
各
企

業
等
が
提
供
す
る
商
品
等
を
、
購
入

者
（
地
域
住
民
）
が
購
入
・
利
用
す

る
ご
と
に
、
一
定
の
割
合
で
企
業
等

が
売
り
上
げ
の
一
部
を
共
同
募
金
会

に
寄
付
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に

「
募
金
百
貨
店
」
と
し
て
広
が
っ
て

い
ま
す
。

18 店舗集合！

皆さん素敵な笑顔です。

調印式の様子
左　よかもん商店街　会長　松永　匡弘　氏

右　大牟田市支会　副支会長　宮本　勇司　氏

よかもん商店街とは
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　「はつらつとした高齢社会を築く」 ─。スポーツや文化活動を通じて、高齢者の生きがい
づくり、健康づくりを支援するために福岡県では「ねんりんスポーツ・文化祭」を開催し
ており、世代を超えた交流の輪を着実に広げています。13回目となる今大会のメーンイベ
ントを11月24日（日）、北九州市八幡西区の黒崎ひびしんホールで開催しました。晩秋の晴
天にも恵まれ、世代を問わず県内各地から多くの方々が参加され大盛会でした。

第13回福岡県ねんり
んスポーツ・文化祭

開催
第13回福岡県ねんり

んスポーツ・文化祭
開催はつらつと生きる

●
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

公
募
に
よ
り
申
し
込
み
が
あ
っ
た
６
つ

の
合
唱
団
が
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
。

特
に
ゲ
ス
ト
出
演
の
地
元
児
童
合
唱
団
・

北
九
州
ア
カ
デ
ミ
ー
少
年
少
女
合
唱
団
と

の
迫
力
あ
る
共
演
は
来
場
者
に
感
銘
を
与

え
、
合
唱
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
心

を
見
事
に
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

●
式
典
・
記
念
講
演

　

式
典
で
は
、
小
川
弘
毅
実
行
委
員
長

（
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
）
が
開
式

の
辞
を
述
べ
、
主
催
者
代
表
と
し
て
大
会

会
長　

小
川
洋
福
岡
県
知
事
が
は
つ
ら
つ

と
し
た
長
寿
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
力
強

く
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野

口
健
さ
ん
が
自
ら
の
登
山
挑
戦
の
経
験
等

を
踏
ま
え
て
、「
目
標
を
持
っ
て
生
き
る

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
に

会
場
は
時
折
笑
い
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、

来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
真
剣
な
眼
差
し
が

印
象
的
で
し
た
。

アルピニスト　野口　健さん

布草履製作の実演では熟年の技を披露 お孫さんと絵手紙体験

合唱フェスティバル全出演者によるフィナーレ
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　「はつらつとした高齢社会を築く」 ─。スポーツや文化活動を通じて、高齢者の生きがい
づくり、健康づくりを支援するために福岡県では「ねんりんスポーツ・文化祭」を開催し
ており、世代を超えた交流の輪を着実に広げています。13回目となる今大会のメーンイベ
ントを11月24日（日）、北九州市八幡西区の黒崎ひびしんホールで開催しました。晩秋の晴
天にも恵まれ、世代を問わず県内各地から多くの方々が参加され大盛会でした。

第13回福岡県ねんり
んスポーツ・文化祭

開催
第13回福岡県ねんり

んスポーツ・文化祭
開催はつらつと生きる

●
各
種
体
験
イ
ベ
ン
ト

　

八
幡
東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
上
毛

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
地
域
文
化

伝
承
コ
ー
ナ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
に
よ
る
絵
手
紙
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
が

竹
細
工
や
布
草
履
制
作
、
絵
手
紙
づ
く
り

を
い
き
い
き
と
実
演
。

　

中
に
は
、
三
世
代
で
楽
し
そ
う
に
制
作

体
験
に
取
り
組
む
姿
も
見
ら
れ
、
各
コ
ー

ナ
ー
は
地
域
間
、
世
代
間
で
の
す
ば
ら
し

い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

●
展
示
イ
ベ
ン
ト

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
と
俳
句
交
流
大
会
（
12
句
）、

短
歌
交
流
大
会
（
11
首
）
の
入
賞
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
県
内
の
小
学
生
が
夏

休
み
に
大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て

応
募
。
５
，８
７
８
点
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
６
点
を
含
め
た
入
賞
作
品
60
点
が
展
示

さ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
孫
さ
ん
が
一
緒
に

観
覧
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
私
の
絵
が
あ
っ
た
よ
。」
笑
顔
と
弾
む

会
話
の
中
で
、
児
童
が
描
い
た
絵
は
、
受

賞
の
有
無
を
問
わ
ず
、
大
好
き
な
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

●
地
域
・
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

地
元
の
グ
ル
メ
や
特
産
品
、
障
害
者
が

つ
く
る
ま
ご
こ
ろ
製
品
等
の
販
売
・
試
食

を
行
っ
た
ふ
れ
あ
い
市
場
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
会
以
上
に
多
く
の
団
体
、
施
設
や

高
等
学
校
等
に
協
力
い
た
だ
き
、
お
目
当

て
の
品
を
買
い
求
め
る
来
場
者
の
行
列
が

で
き
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

北
九
州
グ
ル
メ
の
焼
き
う
ど
ん
や
戸
畑

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
は
じ
め
、
合
馬
の
た
け
の

こ
ピ
ザ
、
焼
き
菓
子
等
を
食
べ
な
が
ら
家

族
や
友
達
同
士
で
談
笑
す
る
姿
で
休
憩
用

の
大
型
テ
ン
ト
が
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

元
気
に
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
身
体
を
動

か
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
就
職
や
社
会
参
加
を
応
援
す

る
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

に
も
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
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親子３世代で入賞作品を観覧

北九州グルメを求め賑わうふれあい市場
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会　場

福岡市博多区石城町２-１

福岡国際会議場　２階
多目的ホール

平成25年度　子育て支援研修会

子育て支援に

・・・・
どなたでも

参加できます
託児つき

参加費無料

平成 26年 2月 12日（水）　10：30 ～ 15：00
（受付 9：45）

10：40 ～ 12：10
子どもを取り巻く環境を考えよう！
～子どもとメディアの関係と地域の子育て力の重要性～
講師　原　陽一郎　氏

（九州大谷短期大学 幼児教育学科 教授）

13：00 ～ 15：00
「地域の子育て力」を育むために、
　　子育て支援者として何ができるか考える

・子育てサロン＠ＳＡＣＨＩ（東京都）　高橋　雅栄　氏
・ふくおか子育てマイスターあゆみ　　平川　久男　氏
・糸島市民生委員児童委員協議会　　　日髙由美子　氏

日　時

講　演 会　場

実践報告

福岡市博多区博多駅南１-８-31
九州ビル　９階大ホール

かたろう
　子育てをめぐる状況や課題を認識するとともに、「地域の子育て力」を
活かした様々な実践の報告を通して、地域ぐるみの子育ての大切さについ
て学びます。

平成 26年 3月 3日（月）　10：30 ～ 15：30　
（受付 9：30）

10：45 ～ 12：15
“ご近所の底力”で元気な地域づくり
講師　黒川　敬　氏

(ＮＨＫ放送局　チーフディレクター )

13：45 ～ 15：30
・鞍手町社会福祉協議会　　　　　　　渡邉　伸也　氏
・ケアホーム三原さん家（久留米市）　三原　圭子　氏
・ＮＰＯ法人にしはらたんぽぽハウス（熊本県）
　　　　　　　　　　　　　　施設長　上村佳代子　氏

日　時

講　演

実践報告

　本セミナーは、現在地域が抱える問題について、地域住民、ボ
ランティア活動者、専門職などの参加者が一緒に考え、官民一体
となった住民主体の元気な地域づくりを進めることを目的に開催
します。

●参加費無料
●会場で障害者が作った
　まごころ製品を販売！
●楽しいレクリエーションも開催 !

平成25年度
みんなが主役の元気な地域づくりセミナー

【参加申し込み・問い合わせ先】　地域福祉部　地域課　
☎　０９２（５８４）３３７７　　　０９２（５８４）３３６９　　HPアドレス：http://www.fsw.or.jp/

　このページは、Ｑ＆Ａ形式で、認知症高齢者の生活
問題について取り上げ、その対応策や制度について紹
介します。

認知症の人の徘徊についてお尋ねします

認知症の方の日々の過ごし方は、ご家族にとって心配ごとの一つに
なっています。

　私の母（78才）は認知症の診断を受け、介護認定を受けたものの一日中自宅で何もすることもなく過ご
しています。
　介護支援専門員の方から「デイサービス」を勧められましたが、本人が嫌がりそのままになっています。
認知症が進行するのではないかと心配です。

　認知症高齢者の方が、医療機関や福祉制度の利用を嫌がられることもあり、ご家族だけでは対応に行き詰
まることもあります。
　まず、次のような働きかけをしてみましょう。
　
◆かかりつけ医から勧めていただく
　事前にかかりつけ医に家族が相談をする。本人の状態をメモして伝える。
◆家族も一緒に、見学に行こうと誘う
◆知人・友人など親しい人に誘ってもらう
◆介護支援専門員と本人が馴染みになり、説得してもらう

　ご本人が納得するまでに時間がかかるようであれば、まず訪問サービスを導入し、慣れてきた頃に通所を
進めていく方法もあります。
　若いころから人付き合いを好まなかった人などは、無理強いになることもあり、ご本人の負担感にも配慮
が必要かもしれません。
　ご本人の気持ちを少しでも理解しようとする接し方が大切です。
　通所だけにこだわらず、本人とご家族が穏やかに暮らせるように医師や介護支援専門員と相談しましょう。

　介護保険制度には、居宅サービスとして「訪問サービス」と「通所サービス」、「短期入所サービス」、「福
祉用具貸与」などがあります。

◆訪問サービスは　訪問介護・訪問入浴・訪問看護・訪問リハビリテーションなど、専門職が家庭を訪問し、
必要なサービスを提供します。

◆通所サービスは　通所介護（デイサービス）・通所リハビリテーションがあります。

認知症電話相談（高齢者総合相談事業）のご案内

☎　０９２（５８４）３３１７（福岡県社会福祉協議会　県民サービス部　評価・相談課）

相談は無料です。お気軽にご相談ください。
　●認知症予防について　　●認知症の症状について　　●介護の方法について
　●介護疲れや悩みの相談　など

　■担当相談員　　介護経験者　火曜日、金曜日（認知症の人と家族の会福岡県支部）
　　　　　　　　　保　健　師　木曜日、土曜日（福岡県在宅保健師若草会）
　■相談時間　　　10：00～ 16：00
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経営者

ソウェルクラブ都道府県事務局

指導監督

契　　約

掛金納付

利　　用会員証の発行

情報の提供

運営費補助金

役職員社会福祉事業

ソウェルクラブ
（福利厚生センター）

加入のお申込み・お問い合わせは
福岡県社会福祉協議会　人材・情報課
（ソウェルクラブ福岡事務局）
☎　０９２（５８４）３３３０

サービスの一例

国

　●→１万円コースのみ利用できるサービス

●生活習慣病予防検診費助成
○健康生活用品の給付
●結婚・出産・入学お祝い品贈呈
○資格取得記念品贈呈
●永年勤続記念品（５年毎）贈呈
●入院・手術・災害見舞金他
●各種講習会
○指定保養所、ホテル等割引
○会員情報誌
○ソウェルクラブ“クラブオフ”
○会員交流事業
　（福岡県事務局実施）

福岡ソフトバンクホークス公式戦、博多座
公演、ミュージカル・コンサート・展覧会、
映画鑑賞券、エステ＆ランチプラン等を割
安な値段でご案内しています。

ソウェルクラブ新規会員募集中！ソウェルクラブ新規会員募集中！
魅力ある職場づくりにソウェルクラブがお役にたちます魅力ある職場づくりにソウェルクラブがお役にたちます魅力ある職場づくりにソウェルクラブがお役にたちます魅力ある職場づくりにソウェルクラブがお役にたちます

＜福利厚生センター
（ソウェルクラブ）とは＞
　社会福祉法に基づき、社会福祉事業

に従事する職員に健康・生活・余暇・

啓発など多様な福利厚生サービスを提

供する全国で唯一の厚生労働大臣から

指定された法人です。

＜入会できるのは＞
○　社会福祉事業に携わる常勤の役職員。

○　非常勤職員、嘱託職員、パートタイマーなどの職員

及び法人の非常勤役員や、同一法人において社会福

祉事業以外の公益事業、収益事業に従事する職員。

＜掛金は＞
　①　年間１万円コース　常勤または非常勤職員対象

　②　年間５千円コース　非常勤職員対象

　　※非常勤職員は①または②のどちらかを選べます

ソウェルクラブのしくみソウェルクラブのしくみ

・良い席が取れるので嬉しいです！
・永年勤続記念品を楽しみにしています！
・エステ＆ランチは大変人気があります！
・毎回楽しく参加させていただいてます！

会員様の声
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